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Abstract: In Japan, sea bathing has been adopted since ancient times as one of the folk remedies. While the beach has changed to a 
place for peoples entertainment, efforts have been sought from the decrease in the number of users nationwide. Therefore, the purpose 
of this study is to grasp the trend of the number of users at beaches and their characteristics. As a result, as a result of the survey, the 
number of beach users has been decreasing in recent years, while an increasing trend has been seen in the Tohoku and Kyushu regions 
where they are working. 
 
１． はじめに 

わが国では民間療法として海水浴が普及し，それに

伴い，海水浴場が全国に開設され，その後は人々の娯

楽の場へと変化した．今日では遊泳や余暇活動の場と

して親しまれている．しかし，近年の海水浴場利用者

数の推移をみると，余暇の多様化や海水浴に対する認

識の変化に伴い 1985 年以降は減少傾向を示している．

こうした状況の中，全国の海水浴場では，海水浴客の

誘致に向けた多様な取り組みを展開し，新たな集客を

実施してきている． 
そこで本稿では，海水浴場の利用者増加に向けた施

策検討の基礎調査として，全国の海水浴場を対象に，

利用者数の推移と傾向を把握することを目的とする． 
 
２． 調査概要 

Table1 に調査概要を示す．本調査は，環境省発行の

「水浴場の水質調査」[1]に基づき，2015 年度〜2018 年

度における海水浴場利用者数の推移を捉えた 655 ヶ所

を対象に，海水浴場利用者数の動向を整理した。次い

で WEB 調査に基づき，利用者数の増加がみられた海

水浴場の近年の取り組みを整理した． 
 

３． 調査結果 

３−１．全国の海水浴場利用者数の傾向 

Fig.1 に全国 8 地域の海水浴利用者数の推移を示す．

海水浴場利用者は，関東地方，中部地方，近畿地方の 3
地方が全国の約 7 割を占めていることが分かる．また，

全国的に 2016 年度以降減少傾向にあることがわかる．  
Fig.2 に海水浴場利用者の前年度との増減率の推移

を示す．これをみると，2016 年度に増加傾向を示す海

水浴場が 278 ヶ所確認できた．しかし，2017 年度は 376
ヶ所，2018 年度では 283 ヶ所において減少傾向を示し 

Table1. SurveySummary 

 

 
Figure1. Tendency of the sea bathing ridership 

Figure2. Tendency to Increase and decrease rate  
 

ており，依然として海水浴客の減少傾向が見られ，総

じて「海離れ」が生じていることが分かる． 
 Fig.3 に 2015 年度〜2018 年度における利用者の増

加・減少傾向の海水浴場の都道府県別分布図を示す． 
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Figure3. A growth rate(left figure) and a decline rate(right figure)  

Table2. Details of the beach of the tendency to increase 

 
 
これを見ると海水浴場の立地する 39 都道府県の内，増

加傾向を示す海水浴場は 10 都府県確認でき，東北地方

と九州地方に多く分布していることが分かる．特に宮

城県では 3 年間継続しての利用者の増加が見られ，震

災後県内初となる菖蒲田海水浴場での海開きに対する

利用者増加が影響していると考えられる．また，減少

傾向が見られた海水浴場は 29 県確認でき，中でも 7 道

県で，3 年間連続しての利用者の減少が見られた． 
３−２．利用者の増加傾向がみられる海水浴場の特徴 

Table 2 に 3 年間連続して増加傾向が見られた海水浴

場 10 ヶ所の概要を示す．その立地分布を見ると，九州

地方が 3 ヶ所と最多であった．水質は 2018 年には 8 ヶ

所が水質 A 以上の評価を受けていた． 
海水浴場ごとの集客のための多様な取組みを見ると，

利用者が増加傾向を示す海水浴場では，集客を意図し

て地域資源を活かした各種イベントを実施しており，

海水浴場に公園施設を併設される取り組みも見られた．

こうしたことから，海水浴場利用者の誘致活動として，

砂浜や海を活かした地域特有の体験イベントの実施や

レジャー施設の拡充を図ることにより，海水浴場の利

用者の増加に寄与することが考えらえる． 
 

４． おわりに 

本稿では，全国の海水浴場の利用者数の推移と増減

傾向の特徴を把握した．その結果，都道府県別に見る

と，東北地方や九州地方における利用者数の増加傾向

を確認でき，海水浴場ごとの利用者数の増減傾向を整

理すると，2015 年度〜2018 年度において海水浴場 10
ヶ所において継続的な増加が見られた．こうした海水

浴場では，いずれも地域資源を活かした各種取り組み

が展開されていた．  
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